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及 び そ の 大 量 へ い死 実 態 調 査

高橋 克成 ･横山 勝幸 ･塩垣 優 ･浜田 勝雄 ･鈴木 勝男

西山 勝扉.)松本 昌Bi2).平野 ,eh2.)伊藤 良t53)

ここコ
I._- ■ー

は じ め に

昭52年産自然発生ホタテガイについては､昭53年 3月にむつ市沖海域で第 1回の資源調査が行なわれ､

およそ17億個の椎貝が発生し､昭51年につづく大量発生であることが確認された｡自然発生貝はその後

地まき放流閏として陸奥湾内向け689百万個(3月 )､三沢沖向け 502万個(4月 )､車力沖と野牛沖

向け1,700万個 (6月 )が採捕された｡その後52年産自然発生貝はむつ市沖ばかりでなく陸奥東湾に広

く発生しているとの情報が相次ぎ､さらに 8月下旬になって横浜町沖合の刺網にへい死魚が漁獲される

現象が発生したことから､両者の実態を把握することを目的に本調査を実施した｡

調査に当っては､誘導船として県水産課所属の ｢うとう｣と調査船として漁船12隻の協力を得ること

ができた｡協力された関係者各位に謝意を表する｡

調 査 方 法

調査時期 ;昭和 53年 9月 19- 21日の3日間

調査範囲 ;第 1図に示した東湾の79地点 (A～Eの 5区に区分 )

調 査 船 ;誘導船は自鳥丸 (センター )及びうとう(水産課 )｡曳網船の船名 (所属漁協 ･支所 )

は次の12隻｡泰竜丸 (蟹田 )又範丸 (土屋 )大厄丸 (茂浦 )幸伸丸 (浦田 )

第八漁連丸 (東田沢 )第二大栄丸 (小湊 )恵宝九 (滞水川)瑞進丸 (野辺地 )

北斗丸 (横浜 )開漁丸 (むつ )竜神丸 (田名部 )さつ丸 (川円 )

調査方法 ;ホタテガイ桁網を使い､ 1地点10分間の曳網を行なった｡採捕したホタテガイは生員数

と死員数を数え､その他の底生生物について も個体数と-い死状況を観察した｡

ホタテガイについては殻長と全重量を適宜測定を行なった｡

調 査 結 果

1 ホタテガイの分布とへい死率の特徴

今回の調査結果で注目されることは､むつ市沖海域に生息していた貝が､大量に-い死していたこ

と､川円町沖や野辺地町平円町沖にも自然発生が確認されたことである｡ これらの様子を第 2､ 3図

に示した｡図は曳網面積 1,000m2当 りの採集個体数を表しており､桁網の採集効率が 15- 30%の範

囲にあるとすれば､例えば 1,000個体の分布密度は 6.7- 3.3個体/m2の値に相当する｡ 図からわか

るように生貝と死貝の分布状態は場所による差が大 きく､それぞれ特徴をもっているが､海域ごとに

分布数や-い死率をまとめると第 1表のとおりである｡

1) 青森地方水産業改良普及所 2) むつ地方水産業改良普及所 3) 水産部振興課

- 89-



第 1図 調査地点と海域区分
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第2図ホタテガイ生貝の分布(左)と-い死貝の分布( 右)



第 1表 海域ごとの貝の分布と-い死率

海 域(区) st. (敬) 平均採捕数 へ い死率(罪)平均値 (範囲 ) 平均分布

密度 */ 1.000m2 /m2

(最大値 )生 貝 死 貝

生 貝 - い死貝A 1--18(18) 185 ll 5.5( 0- 18) 1.23(

10.5) 0.07( 0.6)B 19- 25(7) 3.9 7.3 65.4( 0′- 100
) 0.03(0.1) 0.05( 0.3)C- 1 26- 35(10) 0.3 1,825 100.0(99.7

′- 100) 0.00(0.02) 12.2(34.1)C- 2 36--47(12) 12.5 10,48

8 99.9( 95- 100) 0.08(1.0) 69.9(225 )C- 3 48- 52(5)

266 105 28.2( 25～ 100) 1.77(8.9) 0.70( 3.0)D 53- 64(12) 448 43.9 8.9( 0-- 33) 2.99(16.9 ) 0.29( 2.1)

E 65- 79(15) 231 12.1 5.0( 0-- ll) 1

.54(6.3) 0.08( 0.5)* 桁網漁獲効率を15%とした場合､実際は15- 30%の範

囲にあると思われる.海域別にみると､C- 2区が死貝を含めた分布密度が飛び抜けて高く､平均値で70個

/m2(桁網効率15% )に達する状態であり､へい死率もほぼ100%であった｡C- 1区も分布

密度は10個/m2を越える高さでへい死率も100%に達したOこの2つの海域に隣接するB区とC- 3区では､分布密度は

低いが-い死率が高く､最も離

れた西端のA区とE区では分布密度は低く､-い死率もまた低い状態で

あることがわかる｡2 ホタテガイの測定値と資源量海域別にみた貝の測定値と資源量､その他の

計算値を第2表に示した｡生貝の成長はB区が最もよく､A区とE区が悪かった｡しかし体重ではC-

2区が最も悪かった｡へい死貝の殻長組成の比較では､D区､E区が小さくば

らつきが大きいのに反し､C区では生貝より4珊MT程小さい大きさで､そのばらつきは小さかった(変動

係数 0.1以下 )｡資源量は第 2図をもとに曳網面積 1,000m2当り500個以上分布する場所について計算した

ところ6,300-12,700万個であった(C区をのぞく)｡またC区における-い死貝の概数は9.5､19億

個と推定され､へい死貝の殻長から推定した肉重量を59とすると､その重量は4,750- 9,500tであっ

た｡第 2表 ホタテガイの測定値および資源量海 域 平 均 殻長 ((/7n) 体 重 測 定 個体数 資 源 量 へ い死貝

数量(区) 生 貝 死 貝 (9) 生 貝 死 貝 (100

万個) (億個)A 5..44 18

.2 266 13- 26 9.5～ 19.0B 6.05 25.6 24C -
1 4.94 - 30C 2 5.67 5.24 16.7 30 204

C 3 5.79 5.46 18.2



3 底生生物の採集状況

今回の79地点におよぶ調査で､30種類以上のメガロベントス(魚類を含む )が採集されたが､それ

らの採集状況を海域ごとにまとめて第 3表に示した｡表には採集数と採集地点数の多い11種類につい

ての採集地点数､海域ごとの総種類数と平均種類数､および今回の調査で特徴的であったまだ肉の残

っているへい死体の採集地点数と種類数､ニラクサ(多毛類の棲管 )の採集状況を示した｡

第 3表 底生生物の海域別採集状況

海域区分地点数A B C- 1 C- 2 C- 3 D E 計18 7 10 12

5 12 15 79ll ホ タ テ ガ イ 14 3 1 1 1 8 ll 39エゾイシカゲガイ 17 4 1 2 1 7

12 44代 ヒ ト デ 14 2 5 2 0 10

8 41義鍾の採隻地 ニッポンヒ

トデ 10 1 0 0 0 8 4

23ス ナ ヒ トデ 8 3 1 0
1 9 2 24オカメブンブク 9 3 4 1 0 9 4 30

キ ン コ 9 5 3 0 0 5 1

23マ ボ ヤ 8 3 2 1

0 4 0 18点 アサ ムシボ ヤ 7 0
0 1 0 8 10 26敬 ウミサ ボテ ン 0 1 1

5 0 2 0 9カ レ イ 類 7 0 0 0 0 10 8

25総 種 蕪 数 25 18 12 ll

4 25 19 30平 均 種 類 数/st. 8.6 5.3 2.4 1.6 0.8 9.0

5.1種類数の範囲/st. 4-14 0-ll 0- 7 0- 4 0- 2 5-14 2- 9

ニラ 採集 地点 数 2 4 10 12 5 12 8 48クサ 特に多

い地点 0 1 7 10 3 5 2 28へい 採集 地点 数 0 4 6

7 2 0 0l 19死体 種 類 数 0 3 7 7 4 0 0

14採

集された底生生物とその-い死体には海域ごとに次のような特徴があった｡1) 種類数と平均種頬数はA

､D区が最も多く､次にB､E区がつづき､C区が最も少なかった｡2) 11代表種の中ではA､D､E区でカレイ類､アサムシボヤ､エ

ゾイシカゲガイが多くの地点でまヽた数多く採集された｡しかしウミサボテンはC区を*)山こ多数採

集され､その他の地点では数が少なかった｡3) ニラクサはC､D区の全地点で採集され､かつ採取量も多
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4 エゾイシカゲガイについて

今回の調査でエゾイシカゲガイが多数採

集され注目されたので､その状況を報告す

る｡

採集地点は第 3表に示したように44地点

でホタテガイを含めて底生生物の中では最

も多くの地点で採集され湾内に広く分布し

ていることがわかった｡

分布状態は第 3図に示したようにA区と
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E区の西側が高い分布密度を示し､
最も高′-′

い地点はst.
77の474個/1
,
000m
2(曳網

面積)であった｡

貝の年令構成は1年貝(52年産貝
､
障害

輪なし)と2年貝(障害輪数-1)が主群

で4年貝はまれに採集された｡1
年貝と2

年貝が主群とはいえ､
採集地点によってそ

の構成比が異なり､
例えばst.
7 7では

14:1で1年貝が多かったが､st.
14
､
72
､
75

等では2年貝がほとんどであった｡
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第3図工ゾイシカゲガイの分布

曳網面積1,0
00m2当りの採捕個体数(個)

考察

今回の調査で自然発生貝の大 量-い死が確認されたが､
そのへい死原因に関しては､
別刷｢陸奥湾魚

類-い死原因調査｣に報告されているように広範囲な海域に形成された貧酸素水によると判断されてい

る｡ここ
では貧酸素水の挙動については別報にゆずり､
本調査で明らかになったホタテガイへい死現象

と漁場の特徴を要約し､-い
死現象を考える材料としたい｡

1.
自然発生貝の大量へい死現象は､
昭和51年産自然発生貝(青森湾中央域)にも起っており､この
時

は昭和52年2月に22-43億個(桁網効率30-15%､
以下同じ)確認された貝が4月上旬には約半

数に減少した｡

2
.
この2つの-い死現象に共通する点は､イ
)海底はニラクサが密生する泥場であること｡ロ
)貝の

生息密度がきわめて高いこと｡の
2点があげられる｡生息密度の最大値を例に比較すると､
51年産貝

では 36-72個/77tであり今回の52年産貝では240-480個/nf(53年3月)､35-70
個/7tt(今

回の-い死貝)という高密度であった｡

3
.-
万2つの-い死現象の相異点は､イ
)-い死時期が51年産貝では3月頃の低水温期であるのに対

し52年産貝では夏季の高水温期であったこと､ロ
)前者の漁場は水深50-60mで水深が深いほどへ

い死 率が高かった の



へい死貝の測定値よりC区の殻長のばらつきが小さいことから､これらの貝は他の区と異なり短期

間円にへい死したと考えられる｡

底生生物について今回の調査結果の特徴を整理すると､イ)種類数は-い死の起ったC区が最も少

なく､C区から離れるに従がい多くなった｡ロ)-い死漁場を特徴づける底生生物はニラクサとウミ

サボテンで､とくにウミサボテンは昭53年 3月の調査では採集されておらず､その後に生息するよう∫

になったと思われたこと｡ハ)泥場を主生息地として貧酸素に耐忍性のある種にも-い死が起こった

ことから貧酸素を含む環境悪化はかなり強かったと思われること｡

遊泳力のあるカレイ類は-い死漁場のC区と隣接するB区からは生魚､へい死魚ともに採集されな

かったことから､漁場環境の悪化とともに逃避したものと考えられたこと｡

ニラクサが密生する泥場は本来ホタテガイの生息適地ではない｡このような場所では程度の差はあ

るにせよ夏季海底上に貧酸素水が形成されることはめずらしいことではなく､この自然発生ホタテ

ガイは貝自身にとって非常に不安定な環境におかれていたと考えられる｡

引 用 文 献

高橋 ･他 (1978) 陸奥西湾におけるホタテガイ自然発生調査

塩垣 ･他 (1979) むつ沖自然発生貝の資源調査

本誌第 7号

本誌第 8号

高橋 ･他 (1979) 陸奥西湾におけるホタテガイ自然発生調査ならびに環境調査 本誌第 8号

- 94-

J-1ur

JT-




